
（山梨県）

東
京
の
隣
で
味
わ
う「
と
こ
と
ん
田
舎
暮
ら
し
」

圏
央
道
で
首
都
圏
全
域
と
直
結
の
環
境
共
生
都
市

コ
ロ
ナ
禍
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
こ
と

　

取
材
に
訪
れ
た
９
月
24
日（
木
曜
）の
朝
、
上
野
原

市
役
所
の
玄
関
を
入
る
と
、
目
の
前
の
廊
下
の
片
隅

に
、
一
脚
の
椅
子
が
置
か
れ
て
い
る
の
に
気
付
い
た
。

椅
子
の
背
も
た
れ
に
は
、《
続
・
マ
ス
ク
の
輪
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
／
マ
ス
ク
配
布
会
場
》
と
書
か
れ
た
案
内

の
紙
が
貼
り
付
け
ら
れ
て
い
る
。
案
内
の
矢
印
に
従

い
、
小
さ
な
部
屋
に
入
る
。
部
屋
の
中
央
に
は
横
長

の
デ
ス
ク
が
２
台
つ
な
い
で
あ
り
、
花
畑
の
よ
う
に

多
彩
な
色
柄
の
マ
ス
ク
が
並
べ
ら
れ
て
い
た
。

　

市
民
に
手
作
り
マ
ス
ク
を
作
製
し
て
も
ら
い
、
そ

れ
を
市
が
買
い
取
り
、
希
望
す
る
市
民
に
無
料
で
配

布
す
る《
マ
ス
ク
の
輪
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
》は
、
第
１
回

目
が
５
月
の
連
休
を
挟
ん
で
実
施
さ
れ
た
。
新
型
コ

ロ
ナ
対
策
で
Ｇ
Ｗ
に
も
遠
方
に
出
掛
け
ら
れ
ず
、
自

宅
で
静
か
に
過
ご
す
こ
と
を
求
め
ら
れ
た
市
民
に
、

こ
れ
を
機
会
に
市
の
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
に
参
画
し
て

も
ら
お
う
と
、
江
口
英
雄
市
長
の
ア
イ
デ
ア
を
基
に

上
野
原
市
政
策
秘
書
課
が
企
画
し
た
。

　

手
作
り
マ
ス
ク
は
、
基
本
的
に
大
人
用
（
９
㎝
×

17
㎝
）
で
４
段
の
プ
リ
ー
ツ
タ
イ
プ
、
未
使
用
の

ガ
ー
ゼ
な
ど
綿
素
材
を
２
枚
以
上
重
ね
て
作
り
、
繰

り
返
し
洗
っ
て
使
え
る
も
の
│
│
と
い
う
細
か
な
条

件
付
き
な
が
ら
、
最
終
的
に
第
１
回
目
に
は
、
当
初

計
画
の
２
０
０
０
枚
を
上
回
る
３
０
０
０
枚
が
集
ま

り
無
料
配
布
し
た
と
い
う
。
９
月
24
日
は
、
そ
の
第

２
回
目
と
し
て
企
画
さ
れ
た
《
続
・
マ
ス
ク
の
輪
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
》の
配
布
開
始
日
だ
っ
た
の
だ
。

　
「
例
え
ば
マ
ス
ク
に
関
す
る
市
独
自
の
新
型
コ
ロ

ナ
対
策
を
挙
げ
た
だ
け
で
も
、
上
野
原
市
で
は
３
月

に
後
期
高
齢
者
、
妊
産
婦
、
障
害
者
、
未
就
学
児
の

い
る
家
庭
な
ど
を
対
象
に
、
１
人
当
た
り
15
枚
（
未

就
学
児
に
は
子
ど
も
用
２
枚
ず
つ
）
の
マ
ス
ク
を
配

布
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
国
が
一
戸
当
た
り
２
枚
ず
つ

の
布
製
マ
ス
ク
配
布
を
開
始
し
た
５
月
の
段
階
で

は
、
本
市
は
既
に
50
枚
入
り
マ
ス
ク
を
全
戸
（
約

１
万
戸
）配
布
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
５
月
の
連
休
前
に
開
始
し
た
《
マ
ス

ク
の
輪
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
》
で
は
、
単
に

足
り
な
い
マ
ス
ク
を
市
民
に
供
給
す
る

と
い
う
意
味
合
い
が
、
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
あ
り
ま

せ
ん
。
市
民
の
有
志
が
、
他
の
市
民
の
た
め
に
心

を
込
め
マ
ス
ク
を
手
作
り
す
る
。
そ
れ
を
市
が
１

枚
当
た
り
２
０
０
円
で
買
い
取
り
、
希
望
す
る
市

民
に
無
料
で
配
布
し
、
喜
ん
で
い
た
だ
く
。
そ
の

プ
ロ
セ
ス
自
体
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
へ
の
市
民

参
画
の
第
一
歩
と
し
て
、
非
常
に
重
要
と
考
え
た

の
で
す
」

市 政 ル ポ 上
う え の は ら

野原市

江
えぐち

口英
ひで お

雄
上野原市長
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温
顔
を
ほ
こ
ろ
ば
せ
て
そ
う
語
る
江
口
市
長
は
、

上
野
原
市
が
上
野
原
町
だ
っ
た
時
代
、
昭
和
63

（
１
９
８
８
）年
か
ら
平
成
16（
２
０
０
４
）年
ま
で
の

約
16
年
間
、
旧
上
野
原
町
立
病
院
（
現
上
野
原
市
立

病
院
）の
院
長（
専
門
は
外
科
）を
務
め
て
い
た
。

　

さ
ら
に
、
同
年
か
ら
平
成
20（
２
０
０
８
）年
ま
で

の
約
４
年
間
は
、
大
月
市
立
中
央
病
院
な
ら
び
に
富

士
吉
田
市
立
病
院
の
院
長
を
歴
任
し
た
。
総
計
約
20

年
間
も
の
長
期
間
、
近
接
す
る
上
野
原
町
（
現
上
野

原
市
）・
大
月
市
・
富
士
吉
田
市
の
地
域
医
療
を
中

核
的
に
担
う
公
立
病
院
の
院
長
を
務
め
る
と
い
う
非

常
に
ま
れ
な
経
験
を
経
て
、
平
成
21
年
３
月
、
第
２

代
・
上
野
原
市
長
に
就
任
し
た
。

　

そ
れ
だ
け
に
余
計
「
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
に
は
期
す

る
と
こ
ろ
が
あ
る
」
と
も
語
る
江
口
市
長
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
が
ま
だ
楽
観
視
さ
れ
て
い
た
今

年
２
月
の
段
階
で
、
幹
部
職
員
に
よ
る
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
を
立
ち
上
げ
、
各
種

「
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
」を
国
や
県
に
先
ん
じ
て
矢
継
ぎ

早
に
行
っ
て
き
た
。

　
「
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
事
に
当
た
ら
な
け
れ
ば
意
味

が
な
い
と
考
え
、
市
長
と
幹
部
職
員
が
一
堂
に
会
す

る
対
策
本
部
会
議
で
、
何
事
も
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ

て
対
処
し
て
き
ま
し
た
。
ま
ず
３
月
に
実
施
し
た
の

は
、
社
会
的
に
守
ら
れ
る
べ
き
人
々
へ
の
マ
ス
ク
配

布
で
す
。
５
月
初
旬
に
は
、
今
年
度
最
初
の
臨
時
議

会
を
開
催
し
て
い
た
だ
き
、
第
１
次
コ
ロ
ナ
対
策
の

費
用
と
し
て
２
億
６
千
万
円
を
計
上
。
50
枚
入
り
マ

ス
ク
の
全
戸
配
布
を
行
う
と
と
も
に
、
市
内
の
零
細

企
業
や
個
人
事
業
主
に
一
律
10
万
円
を
給
付
す
る
事

業
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
客
足
が
絶
え
て
苦
戦
す
る

零
細
の
飲
食
店
に
は
、
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
推
進
の
補
助

金
と
し
て
３
万
円
ず
つ
を
別
に
支
給
し
ま
し
た
。

　

一
般
市
民
に
は
、
第
１
回
目
の
《
マ
ス
ク
の
輪
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
》
を
５
月
に
行
い
、
行
政
と
市
民
が
一

丸
と
な
っ
て
危
機
を
乗
り
切
る
の
に
必
要
な
参
画
意

識
の
醸
成
を
図
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
一
連
の
事
業

は
、
国
や
県
に
比
べ
れ
ば
予
算
規
模
も
は
る
か
に
小

さ
な
も
の
で
す
。
し
か
し
、
上
野
原
市
に
と
っ
て
は

そ
れ
な
り
の
金
額
を
要
し
ま
し
た
し
、
何
よ
り
も
即

断
即
決
、
一
刻
で
も
早
く
市
民
や
事
業
者
の
皆
さ
ん

に
前
向
き
な
気
持
ち
を
持
っ
て
い
た
だ
き
た
い
一
念

水力発電の銀座・桂川を象徴する八ツ沢発電所施設は日本最大級の国重要文化財

毎年6月開催の山岳レース「八重山トレイルレース」（本年は中止）

上野原市甲府市
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で
実
施
し
、
幸
い
に
も
市
民
か
ら
の
好
評
を
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
」（
江
口
市
長
）

変
わ
り
ゆ
く
教
育
の
在
り
方
と
医
療
連
携

　

さ
ら
に
６
月
の
定
例
会
に
お
い
て
、
江
口
市
長

は
、
第
２
次
コ
ロ
ナ
対
策
を
打
ち
出
し
た
が
、
そ
の

対
象
は
、
主
に
小
中
学
生
に
絞
ら
れ
た
。

　
「
学
校
が
長
期
の
休
み
に
な
り
、
授
業
の
遅
れ
な

ど
が
懸
念
さ
れ
て
い
た
た
め
、
第
２
次
コ
ロ
ナ
対
策

で
は
、
小
中
学
生
に
対
し
全
員
に
１
台
ず
つ
の
パ
ソ

コ
ン
を
貸
与
し
、
自
宅
と
学
校
を
つ
な
い
だ
リ
モ
ー

ト
授
業
が
行
え
る
体
制
の
早
期
実
現
を
目
指
し
、
文

部
科
学
省
で
進
め
て
い

る
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル

構
想
に
関
す
る
費
用

を
前
倒
し
で
予
算
化

し
ま
し
た
。
パ
ソ
コ
ン

は
学
校
の
授
業
以
外

に
、
自
宅
で
の
自
主
学

習
の
ツ
ー
ル
と
し
て
の

使
用
も
可
能
と
し
、
も

と
も
と
そ
の
よ
う
な
体

制
を
家
庭
で
整
え
る
こ

と
が
で
き
て
い
た
子
ど

も
た
ち
だ
け
で
な
く
、

全
て
の
子
ど
も
た
ち

が
同
じ
条
件
で
学
習
で
き
る
環
境
を
作
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
に
よ
る
ピ
ン
チ
を
、
み
ん
な
が
同
じ
条
件

で
学
習
す
る
た
め
の
チ
ャ
ン
ス
に
変
え
よ
う
と
考
え

て
い
ま
す
」（
江
口
市
長
）

　

こ
の
パ
ソ
コ
ン
の
全
員
貸
与
に
よ
っ
て
、
引
き
こ

も
り
の
子
ど
も
も
再
び
授
業
に
参
加
す
る
機
会
が
得

ら
れ
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
副
産
物
も
生
ま
れ
る
。

学
校
と
い
う
場
に
行
け
な
い
子
、
集
団
で
の
学
校
生

活
が
苦
手
な
子
も
、
先
生
と
の
対
面
授
業
に
近
い
形

で
受
け
ら
れ
る
リ
モ
ー
ト
授
業
は
、
心
の
負
担
に
な

り
に
く
い
の
だ
。「
コ
ロ
ナ
と
い
う
ピ
ン
チ
が
、
考
え

方
一
つ
で
そ
の
よ
う
に
教
育
の
在
り
方
を
も
変
え
て

い
く
契
機
に
な
り
得
る
」と
い
っ
た
江
口
市
長
の
柔
軟

な
発
想
力
が
、
新
た
な
可
能
性
を
広
げ
た
と
い
え
る
。

　

さ
ら
に
８
月
７
日
に
は
、
今
年
度
２
回
目
の
臨
時

議
会
を
開
催
。
第
３
次
の
コ
ロ
ナ
対
策
で
、
こ
ど
も

園
、
小
中
学
校
、
駅
や
公
共
施
設
な
ど
の
ト
イ
レ
や

手
洗
い
場
の
水
道
蛇
口
を
ほ
ぼ
全
て
、
手
を
ど
こ
に

も
触
れ
ず
に
洗
え
る
自
動
水
洗
方
式
に
切
り
替
え

た
。
同
時
に
小
中
学
校
の
生
徒
た
ち
が
密
に
な
ら

ず
、
熱
中
症
に
な
ら
ず
に
給
食
を
食
べ
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
使
用
し
て
い
な
か
っ
た
部
屋
に
も
エ
ア

コ
ン
を
備
え
た
。

　

ま
た
、
密
を
避
け
る
た
め
の
分
散
授
業
に
必
要
な

教
育
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
、
教
育
指
導
者
や
教
育
サ

ポ
ー
タ
ー
に
な
っ
て
く
れ
る
人
材
を
公
募
し
た
と
こ

ろ
、
20
人
近
く
が
名
乗
り
を
上
げ
て
く
れ
た
。
図
ら

ず
も
コ
ロ
ナ
を
媒
介
に
、
市
民
に
よ
る
地
域
教
育
へ

の
参
画
を
促
進
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
「
実
は
現
在
も
議
会
中
（
第
３
回
定
例
会
）
で
、
明

宇宙船の内部を想わせる市立図書館

マスクの輪プロジェクト・マスク配布会場

ユネスコ無形文化遺産への提案が決定している国の重要無形民俗文化財
「無生野（むしょうの）の大念仏」
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上野原市　市 政 ル ポ

（山梨県）

日（
９
月
25
日
）が
最
終
日
な
の
で
す
が
、
今
回
は
第

４
次
コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
、
こ
の
冬
も
流
行
が
予
測

さ
れ
て
い
る
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
対
し
、
高
齢
者
や

子
ど
も
た
ち
へ
の
補
助
金
を
増
や
し
て
予
防
接
種
を

促
す
な
ど
、
コ
ロ
ナ
と
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
が

な
る
べ
く
重
な
ら
な
い
よ
う
な
手
だ
て
を
考
え
て
い

ま
す
。

　

同
時
に
、
零
細
の
飲
食
店
や
商
店
な
ど
は
再
び
経

営
環
境
が
厳
し
く
な
り
つ
つ
あ
る
の
で
、
市
民
１
人

に
つ
き
５
千
円
分
の
商
品
券
の
配
布
を
計
画
し
て
い

ま
す
。
地
元
の
中
小
零
細
の
お
店
で
７
割
ぐ
ら
い
を

使
っ
て
い
た
だ
き
、
残
り
３
割
は
大
型
店
も
含
め
自

由
に
使
っ
て
い
た
だ
く
方
式
を
盛
り
込
ん
で
い
ま

す
」（
江
口
市
長
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
者
や
予
防
に
対
す
る
医
療
面

か
ら
の
対
処
も
、
上
野
原
市
お
よ
び
周
辺
地
域
で
は

独
自
色
が
目
立
つ
。
上
野
原
市
独
自
の
取
り
組
み
と

し
て
は
、
上
野
原
市
立
病
院
に
近
接
す
る
勤
労
青
少

年
ホ
ー
ム
の
一
部
に
臨
時
の《
発
熱
外
来
》を
５
月
21

日
か
ら
設
け
て
い
る
。
感
染
の
懸
念
を
持
つ
市
民
に

は
そ
の
場
で
抗
原
検
査
が
で
き
る
体
制
も
７
月
６
日

に
整
え
た
。
こ
れ
は
上
野
原
市
立
病
院
で
４
月
に
複

数
の
職
員
が
コ
ロ
ナ
に
感
染
し
、
５
月
７
日
ま
で
の

約
３
週
間
に
わ
た
り
、
休
診
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ

た
事
例
を
受
け
て
、
通
常
の
医
療
現
場
と
コ
ロ
ナ
対

策
の
水
際
作
戦
の
現
場
と
を
明
確
に
区
分
す
る
た
め

の
措
置
だ
っ
た
。
こ
の
措
置
に
よ
り
、
上
野
原
市
立

病
院
や
他
の
医
療
機
関
に
コ
ロ
ナ
の
疑
い
の
あ
る
患

者
が
押
し
寄
せ
る
こ
と
な
く
、
通
常
の
医
療
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

地
域
医
療
の
現
場
に
お
い
て
は
、
江
口
市
長
が
公

立
病
院
の
院
長
を
歴
任
し
た
上
野
原
市
（
旧
上
野
原

町
）・
大
月
市
・
富
士
吉
田
市
に
都
留
市（
大
月
市
と

富
士
吉
田
市
の
間
に
位
置
）
を
加
え
た
４
市
を
中
心

に
、
近
隣
８
町
村
を
合
わ
せ
た
12
市
町
村
が
、
も
と

も
と
山
梨
県
内
で
広
域
圏《
富
士
・
東
部
地
域
》を
形

成
し
て
お
り
、
コ
ロ
ナ
対
策
で
も
緊
密
に
連
携
し
て

き
た
。

　
「
上
野
原
市
立
病
院
で
４
月
に
複
数
の
職
員
が
感

染
し
、
５
月
７
日
ま
で
休
診
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ

た
際
も
、
通
常
の
救
急
搬
送
な
ど
は
、
富
士
・
東
部

地
域
の
各
病
院
が
的
確
に
カ
バ
ー
し
て
く
だ
さ
り
、

大
変
感
謝
し
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
逆
の
パ

タ
ー
ン
も
あ
り
ま
す
し
、
特
に
コ
ロ
ナ
に
関
し
て
は

６
月
に
病
院
関
係
者
が
会
合
を
持
ち
、
い
ざ
と
い
う

と
き
の
連
携
に
つ
い
て
確
認
を
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
わ
け
で
、
コ
ロ
ナ
対
策
の
面
に
お
い

て
も
通
常
の
医
療
の
面
に
お
い
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の

病
院
が
得
意
と
す
る
部
分
で
他
の
病
院
の
不
足
す
る

部
分
を
補
い
合
う
地
域
連
携
が
、
コ
ロ
ナ
禍
以
前
も

以
後
も
、
私
た
ち
の
地
域
で
は
バ
ラ
ン
ス
よ
く
機
能

し
て
い
る
と
思
い
ま
す
」（
江
口
市
長
）

市
制
15
年
目
の
新
た
な
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

　

医
療
や
教
育
、
日
常
生
活
の
隅
々
に
ま
で
ウ
ィ
ズ
・

コ
ロ
ナ
仕
様
へ
の
シ
フ
ト
が
求
め
ら
れ
つ
つ
あ
る
現

在
、
上
野
原
市
で
は
、
最
大
の
地
域
課
題
で
あ
る
人

口
減
少
対
策
な
ど
に
も
変
化
が
生
じ
始
め
て
い
る
。

「
上
野
原
市
は
今
年
、
市
制
施
行
15
周
年
の
節
目
を

平成24年に建て替えられた上野原市立病院

福祉関係の部署が一堂に会する総合福祉センターふじみ
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迎
え
ま
し
た
。
節
目
と
い
う
の
は
通
常
、
変
革
を
企

図
す
る
た
め
の
き
っ
か
け
に
も
な
る
わ
け
で
す
が
、

そ
の
年
に
コ
ロ
ナ
騒
動
が
起
き
た
と
い
う
こ
と
は
重

要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
さ
に
今
が
新
た
な
変
革

の
時
で
あ
る
こ
と
を
、
コ
ロ
ナ
は
思
わ
ぬ
角
度
か
ら

私
た
ち
に
知
ら
せ
、
自
ら
変
わ
っ
て
い
く
べ
き
こ
と

を
、
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
に
促
し
て
く
れ
て
い
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

コ
ロ
ナ
騒
動
が
新
た
な
変
革
の
シ
ン
ボ
ル
で
は

な
い
か
と
私
が
考
え
る
の
は
、
市
長
に
就
任
し
た

際
の
12
年
前
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
『
変
え
よ
う
変
わ
ろ

う
上
野
原
』
だ
っ
た
こ
と
と
も
関
係
し
て
い
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
合
併
時
に
は
約
２
万
９
０
０
０
人

（
現
在
約
２
万
３
０
０
０
人
）
で
あ
っ
た
人
口
が
、

２
０
６
０
年
に
は
７
５
０
０
人
に
な
る
と
い
う
衝
撃

的
な
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究

所
の
予
測
が
あ
り
ま
す
が
、
２
０
６
０

年
時
点
で
人
口
１
万
１
０
０
０
人
強

を
達
成
す
べ
く
、
こ
れ
ま
で
も
多
角
的

に
改
革
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
う
し

た
積
み
重
ね
の
上
に
迎
え
た
市
制
15

年
の
節
目
の
年
に
コ
ロ
ナ
騒
動
に
見
舞

わ
れ
た
私
た
ち
が
目
指
す
べ
き
は
、

『〝
も
っ
と
”
変
え
よ
う
変
わ
ろ
う
上
野

原
』だ
と
思
う
の
で
す
」（
江
口
市
長
）

　

江
口
市
長
は
、
先
に
触
れ
た
よ
う

に
上
野
原
市
な
ど
周
辺
３
都
市
の
公

立
病
院
長
を
歴
任
し
た
後
、
平
成
21

年
に
２
代
目
・
上
野
原
市
長
に
満
66

歳
で
就
任
し
た
。
江
口
市
長
は
、
当

時
、
地
域
医
療
の
現
場
か
ら
近
々
引
退
し
、「
富
士

山
の
見
え
る
ま
ち
で
余
生
を
送
り
た
い
」
と
考
え
て

い
た
と
い
う
。
し
か
し
、
江
口
市
長
の
余
生
の
設
計

図
は
、
旧
上
野
原
町
立
病
院
時
代
の
患
者
た
ち
な

ど
、
市
民
有
志
に
よ
る
「
市
長
選
出
馬
へ
の
足
掛
け

２
年
間
に
わ
た
る
再
三
再
四
の
要
請
」
に
よ
っ
て
、

変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。

　
「
変
え
よ
う
変
わ
ろ
う
上
野
原
」の
ス
ロ
ー
ガ
ン
と

共
に
登
場
し
た
江
口
市
長
は
、
山
梨
県
で
初
の
「
障

害
児
も
含
め
た
中
学
３
年
ま
で
の
医
療
費
窓
口
無
料

化
」を
就
任
１
年
後
に
実
現
し
た（
現
在
は
高
校
３
年

ま
で
）
の
を
皮
切
り
に
、
次
々
と
改
革
の
矢
を
放
っ

て
い
っ
た
。
老
朽
化
の
激
し
か
っ
た
上
野
原
市
立
病

院
の
建
て
替
え
（
平
成
24
年
）、
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
併
設
の
上
野
原
こ
ど
も
園
の
開
園
（
平
成
29

年
）、
市
の
玄
関
口
・
上
野
原
駅
南
口
周
辺
の
再
整

備（
平
成
30
年
）、
自
然
災
害
対
策
な
ど
を
担
う
危
機

管
理
室
の
設
置（
平
成
31
年
）、
市
内
二
つ
目
の
Ｉ
Ｃ

と
な
る
中
央
自
動
車
道
・
談
合
坂
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
の

開
通（
令
和
２
年
）な
ど
、
懸
案
と
な
っ
て
い
た
事
業

を
着
々
と
進
め
て
い
っ
た
。

　

そ
れ
ら
の
事
業
は
全
て
、
当
面
の
課
題
解
決
や
地

域
活
性
化
に
向
け
た
方
策
で
あ
る
と
同
時
に
、
先
の

市
長
の
発
言
に
あ
る
よ
う
に
、
２
０
６
０
年
時
点
で

の
市
独
自
の
人
口
目
標
１
万
１
０
０
０
人
強
を
実
現

す
る
た
め
の
、
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
ア
ッ
プ
の
布
石
と
も

位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。

東
京
に
最
も
近
い「
と
こ
と
ん
田
舎
」

　
「
上
野
原
市
に
と
っ
て
は
圏
央
道
が
ほ
ぼ
全
て
開

通
し
た
と
い
う
こ
と
も
、
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
ア
ッ
プ
に

上野原市の新たなポテンシャルの一つ談合坂スマートIC

桂川の河岸段丘沿いに建つ上野原駅（JR中央本線）

子育て支援センター併設の上野原こども園（平成29年の入園式）
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上野原市　市 政 ル ポ

（山梨県）

大
き
な
影
響
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
も
と
も
と
東
京

都
心
部
か
ら
は
60
㎞
圏
の
位
置
に
あ
り
、
中
央
自
動

車
道
や
Ｊ
Ｒ
中
央
本
線
を
通
じ
た
ア
ク
セ
ス
性
の
良

さ
に
は
定
評
が
あ
り
ま
し
た
が
、
八
王
子
Ｊ
Ｃ
Ｔ
経

由
で
圏
央
道
が
神
奈
川
県
、
埼
玉
県
、
千
葉
県
を

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
し
た
の
に
加
え
、
関
越
・
東
北
自

動
車
道
な
ど
へ
の
連
絡
も
格
段
に
便
利
に
な
り
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
都
心
部
だ
け
で
な
く
、
横
浜
市
や

鎌
倉
市
、
さ
い
た
ま
市
な
ど
と
も
一
気
に
１
時
間
圏

内
で
結
ば
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
圏
央
道
の
圏

域
人
口
は
約
３
０
０
０
万
人
と
い
わ
れ
ま
す
が
、
上

野
原
市
も
そ
の
環わ

に
組
み
込
ま
れ
た
こ
と
に
な
り
ま

す
。
こ
れ
は
い
ろ
い
ろ
な
意
味
で
、
上
野
原
市
の
ポ

テ
ン
シ
ャ
ル
の
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
要
因
に
な
っ
て
い
ま

す
」（
江
口
市
長
）

　

上
野
原
市
の
移
住
・
定
住
促
進
に
向
け
た
代
表
的

な
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
《
都
心
の
近
く
で
、
と
こ

と
ん
田
舎
暮
ら
し
》
だ
。
日
本
橋
を
起
点
に
し
た
旧

甲
州
街
道
に
お
け
る
甲
州
最
初
の
宿
場
町
だ
っ
た
上

野
原
は
、
東
京
と
境
を
接
す
る
「
東
京
の
隣
町
」
だ
。

市
民
の
３
割
以
上
が
都
内
に
通
勤
・
通
学
し
、
上
野

原
市
立
病
院
の
患
者
の
多
く
が
、
よ
り
高
度
な
医
療

を
必
要
と
す
る
際
に
は
、
都
内
の
総
合
病
院
に
向
か

う
と
い
う
。

　
「
私
は
山
梨
の
県
庁
所
在
地
で
あ
る
甲
府
市
出
身

で
す
が
、
上
野
原
の
人
々
の
心
と
体
が
向
か
う
の
は

県
都
で
は
な
く
東
京
な
の
だ
と
、
町
立
病
院
の
院
長

時
代
に
も
痛
感
し
て
い
ま
し
た（
笑
）。
実
際
に
距
離

的
に
近
い
で
す
し
、
圏
央
道
が
で
き
て
か
ら
は
よ
り

一
層
、
関
東
圏
と
の
関
係
性
が
い
ろ
い
ろ
な
意
味
で

密
接
に
な
り
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
が
表
面
化
し
て
か
ら
は
、
上
野
原
市
へ

の
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
の
設
置
や
、
本
社
機
能
の

移
転
の
話
な
ど
が
水
面
下
で
盛
ん
に
持
ち
掛
け
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
首
都
圏
へ
の
ア
ク
セ

ス
性
の
良
さ
か
ら
個
人
事
業
主
や
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
の

人
々
の
上
野
原
へ
の
関
心
も
、
高
ま
り
つ
つ
あ
る
よ

う
で
す
。
ウ
ィ
ズ
・
コ
ロ
ナ
時
代
の
今
後
の
情
勢
が

あ
る
程
度
見
極
め
ら
れ
れ
ば
、
そ
う
し
た
動
き
も

徐
々
に
具
体
化
し
て
い
く
と
思
わ
れ
ま
す
。
上
野
原

市
と
し
て
も
、
今
は
そ
れ
を
見
守
り
な
が
ら
、
準
備

だ
け
は
整
え
て
お
こ
う
と
、
移
住
希
望
者
や
移
転
事

業
者
へ
の
各
種
の
補
助
・
支
援
制
度
を
整
え
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
」（
江
口
市
長
）

　

全
国
の
多
く
の
都
市
と
同
様
、
人
口
減
少
の
課
題

を
抱
え
る
上
野
原
市
で
は
あ
る
が
、
20
歳
代
前
半
の

人
口
比
率
が
実
は
非
常
に
大
き
い
。
そ
れ
は
市
内
に

１
６
０
０
人
の
学
生
を
擁
す
る
帝
京
科
学
大
学
が
立

地
し
て
い
る
た
め
で
、
こ
れ
も
上
野
原
市
の
知
ら
れ

ざ
る
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
の
種
と
い
え
る
。
帝
京
科
学
大

学
と
上
野
原
市
は
包
括
連
携
協
定
を
締
結
し
て
お

り
、
さ
ら
な
る
個
別
の
連
携
推
進
で
、
若
者
を
中
心

と
し
た
新
た
な
活
力
も
生
ま
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

　

市
域
の
８
割
以
上
が
山
林
で
、
真
ん
中
を
桂
川

（
相
模
川
）が
流
れ
る
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
た
環
境

共
生
都
市
・
上
野
原
市
。
そ
の
多
様
な
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
は
今
、「
ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
に
」変
え
る
こ
と
で
、

コ
ロ
ナ
禍
を
も
の
と
も
せ
ず
次
代
の「
芽
吹
き
」を
迎

え
て
い
る
。

（
取
材
・
文
＝
遠
藤 

隆
／
取
材
日 

令
和
２
年
９
月
24
日
）

市と包括連携協定を結ぶ帝京科学大学は地域貢献に積極的
（アニマルサイエンス学科・市内イベントでの動物ふれあいコーナー）

上野原市の市街地は桂川の河岸段丘上に展開（2019年度桂川フェスティバル）
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